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島
の
各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
石
丁
場
跡
は
、
豊
臣
秀

吉
の
大
坂
城
築
城
時
に
拓
か
れ
た
と
の
伝
承
が
あ
る
が
、

江
戸
時
代
徳
川
氏
に
よ
る
築
城
時
の
も
の
と
確
定
さ
れ

て
い
る
。
元
和
六
年(

一
六
二
〇)

か
ら
開
始
さ
れ
た
築

城
に
、
諸
大
名
は
石
垣
普
請
用
の
石
を
確
保
す
る
た
め

各
地
に
石
丁
場
を
求
め
た
。
そ
の
一
つ
が
小
豆
島
で
、

諸
大
名
は
島
内
各
地
に
石
丁
場
を
拓
い
た
。
熊
本
藩
加

藤
氏
が
小
瀬
・
千
軒
に
、
小
倉
藩
細
川
氏
と
竹
田
藩
中

川
氏
が
小
海
に
、
大
部
に
松
江
藩
堀
尾
氏
、
福
田
に
津

藩
藤
堂
氏
、
岩
谷
に
福
岡
藩
黒
田
氏
、
石
場
に
柳
川
藩

田
中
氏
が
拓
い
た
。

調
査
委
員
会
で
は
、
今
回
新
た
に
発
見
さ
れ
た
箇
所

や
、
旧
石
丁
場
跡
の
詳
細
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
し

た
。
八
月
七
日
午
後
、
第
一
回
目
の
調
査
と
し
て
重
岩

周
辺
で
予
備
調
査
を
実
施
し
た
。
小
瀬
原
石
丁
場
は
、

駐
車
場
付
近
か
ら
石
が
切
り
出
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
て
い
た
。
だ
が
、
二
〇
一
八
年
の
徳
島
文
理
大
学
の

調
査
で
、
重
岩
へ
登
る
途
中
に
あ
る
黒
岩
不
動
の
裏
手

に
あ
る
巨
石
に
矢
穴
跡
を
発
見
し
、
石
丁
場
が
従
来
よ

り
も
高
い
場
所
に
あ
っ
た

重岩と近くに見る刻印

こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
。
近

年
ド
ロ
ー
ン
で

の
空
撮
に
よ
り
、

重
岩
の
頂
部
に

刻
印
が
、
ま
た

そ
の
周
辺
に
も

異
な
っ
た
刻
印

が
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

刻
印
は
今
ま
で

に
知
ら
れ
て
い

な
い
も
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
土
庄
村
大
庄
屋
家
所
蔵
の
古
文
書
に
、

九
カ
所
の
石
丁
場
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
今
ま
で
の
調

査
で
そ
の
う
ち
五
カ
所
は
所
在
場
所
が
判
明
し
た
が
、

残
り
四
カ
所
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
本
調

査
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
重
岩
周
辺
の

海
岸
と
谷
筋
を
調
べ
る
こ
と
と
し
た
。

二
日
目
は
、
小
豆
島
町
池
田
上
地
地
区
の
二
〇
一
〇

年
に
山
火
事
が
発
生
し
た
場
所
を
踏
査
し
た
。
文
献
に

は
当
該
地
区
に
石
丁
場
の
記
載
は
無
い
。
こ
の
場
所
も

ド
ロ
ー
ン
の
空
撮
で
偶
然
に
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
。

矢
穴
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
種
石
や
階
段
状
に
石
を
切
り

取
っ
た
矢
穴
跡
な
ど
が
残
る
が
、
全
体
的
に
比
較
的
新

し
い
時
期
の
石
丁
場
で
あ
る
。
い
つ
誰
に
よ
っ
て
開
か

れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
近
代
石
材
変
遷
を
知
る
上
で
は 石丁場名が記された古文書

貴
重
な
現
場
と
確

認
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

暑
い
盛
り
の
山

登
り
で
汗
一
杯
の

状
態
で
、
次
の
現

地
へ
と
赴
く
。
岩

ヶ
谷
石
丁
場
を
見

学
し
た
後
に
、
新

た
に
発
見
さ
れ
た
福
田
の
小
島
を
訪
ね
る
。
直
接
現
場

へ
行
け
な
い
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
よ
る
空
撮
調
査
を
実
施
、

石
丁
場
跡
を
確
認
し
、
今
後
の
調
査
方
法
を
検
討
す
る
。

島
北
部
を
廻
り
大
部
に
立
ち
寄
り
、
そ
の
後
小
海
石
丁

場
の
現
状
を
確
認
、
ド
ロ
ー
ン
空
撮
調
査
を
実
施
し
た
。

参
加
者
は
一
〇
名
。

第
二
回
調
査
は
、
一
〇
月
三
〇
・
三
一
日
に
実
施
し

た
。
参
加
者

は
、
調
査
員

六
名
と
県
内

外
の
協
力
者

と
徳
島
文
理

大
学
学
生
補

助
員
合
わ
せ

て
一
三
名
で

あ
る
。
一
日

目
は
小
瀬
地

区
の
海
岸
線

現地踏査 池田山間部

水中ドローンによる海中調査
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の
海
中
分
布
調
査

を
実
施
。
水
中
ド

ロ
ー
ン
・
空
中
ド

ロ
ー
ン
・
潜
水
に

よ
り
小
瀬
地
区
磯

丁
場
の
分
布
範
囲

を
確
認
し
た
。
と

く
に
水
中
ド
ロ
ー

ン
を
用
い
て
海
中

に
沈
ん
だ
残
石
を

探
索
、
縦
一
・
五

㍍
、
横
一
㍍
、
高
さ
一
・
五
㍍
の
石
の
底
部
に
残
る
矢

穴
跡
を
発
見
し
た
。
来
年
度
の
調
査
地
点
の
予
定
で
あ

る
。
ま
た
重
岩
の
南
の
谷
筋
で
は
、
矢
穴
が
残
る
石
と

近
代
の
可
能
性
が
あ
る
石
引
道
を
確
認
し
た
。

二
日
目
は
、
豊
島
甲
生
地
区
の
海
中
分
布
調
査
の
実

施
。
水
中
ド
ロ
ー
ン
・
空
中
ド
ロ
ー
ン
に
よ
り
、
甲
生

地
区
の
磯
丁
場
の
分
布
範
囲
を
確
認
す
る
。
海
岸
踏
査

に
よ
り
、
近
世
の
矢
穴
や
近
代
の
石
製
品
を
確
認
す
る
。

家
浦
甲
崎
地
区
で
は
空
中
ド
ロ
ー
ン
に
よ
り
近
世
と
考

え
ら
れ
る
矢
穴
を
確
認
し
た
。
文
献
に
記
載
さ
れ
た
甲

生
浦
・
家
浦
の
石
丁
場
所
在
地
が
ほ
ぼ
確
定
で
き
た
と

い
え
る
。

第
三
回
調
査
は
、
一
二
月
七
日
に
調
査
員
・
協
力
者

五
名
で
実
施
。
重
岩
南
の
谷
筋
山
間
部
の
踏
査
を
行
う
。

空
中
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
全
体
地
形
状
況
な
ど
を
空
撮
。

前
回
確
認
し
た
矢
穴
石
の
拓
本
採
取
を
す
る
と
と
も
に
、

海底に眠る矢穴跡が残る石

山
中
を
踏
査
す
る

と
巨
石
を
発
見
、

矢
穴
跡
が
縦
横
何

列
に
も
わ
た
っ
て

見
ら
れ
る
。
巨
石

の
側
に
も
矢
穴
跡

が
残
さ
れ
た
石
が

存
在
し
て
い
る
。

詳
細
は
後
日
再
調

査
す
る
こ
と
と
し

た
。
ま
た
山
中
奥
地
に
刻
印
石
を
発
見
し
た
。
重
岩
に

刻
ま
れ
た
刻
印
と
同
一
の
も
の
。
当
日

の
取
材

N
H
K

が
あ
り
、
調
査
の
状
況
が
「
ゆ
う
６
か
が
わ
」
で
放
映

さ
れ
た
。

第
四
回
調
査
は
、
二
月
二
三
・
二
四
日
に
実
施
。
島

民
に
調
査
体
験
参
加
を
呼
び
か
け
、
九
名
の
参
加
希
望

者
が
い
た
。
だ
が

コ
ロ
ナ
の
影
響
で

中

止

と

な

っ

た

が
、
地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
た
ち

の
協
力
を
得
て
、

総
勢
一
六
名
の
調

査
だ
。
前
回
発
見

し
た
巨
石
は
、
高

さ
四
・
四
㍍
、
長

さ
五
㍍
あ
る
が
、

矢穴ある石の清掃中 新たに発見された矢穴が残る巨石

草
木
や
落
葉
で
全
体
が
覆
わ
れ
測
量
や
拓
本
採
取
が
出

来
な
い
た
め
、
ま
ず
清
掃
か
ら
始
め
た
。
石
の
周
辺
の

草
木
を
伐
採
し
、
矢
穴
に
溜
ま
っ
た
土
を
掻
き
出
す
作

業
を
全
員
で
取
り
組
む
。
矢
穴
は
横
一
二
㌢
、
縦
七
㌢
、

深
さ
一
五
㌢
、
大
坂
城
築
城
時
の
可
能
性
が
高
い
。
文

献
に
記
さ
れ
た
「
じ
ゃ
谷
丁
場
」
と
確
認
で
き
る
。
そ

の
後
二
班
に
分
か
れ
、
一
班
は
清
掃
の
継
続
、
も
う
一

班
は
各
場
所
に
所
在
し
て
い
る
石
の
位
置
測
量
を
し
て

デ
ー
タ
ー
を
記
録
、
石
丁
場
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
。

清
掃
を
終
え
る
と
次
に
矢
穴
の
拓
本
採
取
だ
。
実
地

研
修
を
し
て
き
た
学
生
た
ち
が
採
拓
し
て
い
く
。
矢
穴

の
上
部
に
ノ
ミ
跡
が
残

さ
れ
て
い
る
。
珍
し
い

状
況
で
、
乾
拓
で
は
採

取
困
難
の
た
め
湿
拓
採

取
が
行
わ
れ
た
。
巨
石

の
周
囲
を
観
察
す
る

と
、
下
に
土
砂
で
半
分

覆
わ
れ
て
い
る
石
が
あ

ノミ跡と矢穴(上)の拓本採取

土砂に埋もれていた種石

重岩と近くに見る刻印

石丁場名が記された古文書

現地踏査　池田山間部
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島
の
各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
石
丁
場
跡
は
、
豊
臣
秀

吉
の
大
坂
城
築
城
時
に
拓
か
れ
た
と
の
伝
承
が
あ
る
が
、

江
戸
時
代
徳
川
氏
に
よ
る
築
城
時
の
も
の
と
確
定
さ
れ

て
い
る
。
元
和
六
年(

一
六
二
〇)

か
ら
開
始
さ
れ
た
築

城
に
、
諸
大
名
は
石
垣
普
請
用
の
石
を
確
保
す
る
た
め

各
地
に
石
丁
場
を
求
め
た
。
そ
の
一
つ
が
小
豆
島
で
、

諸
大
名
は
島
内
各
地
に
石
丁
場
を
拓
い
た
。
熊
本
藩
加

藤
氏
が
小
瀬
・
千
軒
に
、
小
倉
藩
細
川
氏
と
竹
田
藩
中

川
氏
が
小
海
に
、
大
部
に
松
江
藩
堀
尾
氏
、
福
田
に
津

藩
藤
堂
氏
、
岩
谷
に
福
岡
藩
黒
田
氏
、
石
場
に
柳
川
藩

田
中
氏
が
拓
い
た
。

調
査
委
員
会
で
は
、
今
回
新
た
に
発
見
さ
れ
た
箇
所

や
、
旧
石
丁
場
跡
の
詳
細
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
し

た
。
八
月
七
日
午
後
、
第
一
回
目
の
調
査
と
し
て
重
岩

周
辺
で
予
備
調
査
を
実
施
し
た
。
小
瀬
原
石
丁
場
は
、

駐
車
場
付
近
か
ら
石
が
切
り
出
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
て
い
た
。
だ
が
、
二
〇
一
八
年
の
徳
島
文
理
大
学
の

調
査
で
、
重
岩
へ
登
る
途
中
に
あ
る
黒
岩
不
動
の
裏
手

に
あ
る
巨
石
に
矢
穴
跡
を
発
見
し
、
石
丁
場
が
従
来
よ

り
も
高
い
場
所
に
あ
っ
た

重岩と近くに見る刻印

こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
。
近

年
ド
ロ
ー
ン
で

の
空
撮
に
よ
り
、

重
岩
の
頂
部
に

刻
印
が
、
ま
た

そ
の
周
辺
に
も

異
な
っ
た
刻
印

が
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

刻
印
は
今
ま
で

に
知
ら
れ
て
い

な
い
も
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
土
庄
村
大
庄
屋
家
所
蔵
の
古
文
書
に
、

九
カ
所
の
石
丁
場
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
今
ま
で
の
調

査
で
そ
の
う
ち
五
カ
所
は
所
在
場
所
が
判
明
し
た
が
、

残
り
四
カ
所
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
本
調

査
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
重
岩
周
辺
の

海
岸
と
谷
筋
を
調
べ
る
こ
と
と
し
た
。

二
日
目
は
、
小
豆
島
町
池
田
上
地
地
区
の
二
〇
一
〇

年
に
山
火
事
が
発
生
し
た
場
所
を
踏
査
し
た
。
文
献
に

は
当
該
地
区
に
石
丁
場
の
記
載
は
無
い
。
こ
の
場
所
も

ド
ロ
ー
ン
の
空
撮
で
偶
然
に
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
。

矢
穴
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
種
石
や
階
段
状
に
石
を
切
り

取
っ
た
矢
穴
跡
な
ど
が
残
る
が
、
全
体
的
に
比
較
的
新

し
い
時
期
の
石
丁
場
で
あ
る
。
い
つ
誰
に
よ
っ
て
開
か

れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
近
代
石
材
変
遷
を
知
る
上
で
は 石丁場名が記された古文書

貴
重
な
現
場
と
確

認
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

暑
い
盛
り
の
山

登
り
で
汗
一
杯
の

状
態
で
、
次
の
現

地
へ
と
赴
く
。
岩

ヶ
谷
石
丁
場
を
見

学
し
た
後
に
、
新

た
に
発
見
さ
れ
た
福
田
の
小
島
を
訪
ね
る
。
直
接
現
場

へ
行
け
な
い
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
よ
る
空
撮
調
査
を
実
施
、

石
丁
場
跡
を
確
認
し
、
今
後
の
調
査
方
法
を
検
討
す
る
。

島
北
部
を
廻
り
大
部
に
立
ち
寄
り
、
そ
の
後
小
海
石
丁

場
の
現
状
を
確
認
、
ド
ロ
ー
ン
空
撮
調
査
を
実
施
し
た
。

参
加
者
は
一
〇
名
。

第
二
回
調
査
は
、
一
〇
月
三
〇
・
三
一
日
に
実
施
し

た
。
参
加
者

は
、
調
査
員

六
名
と
県
内

外
の
協
力
者

と
徳
島
文
理

大
学
学
生
補

助
員
合
わ
せ

て
一
三
名
で

あ
る
。
一
日

目
は
小
瀬
地

区
の
海
岸
線
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の
海
中
分
布
調
査

を
実
施
。
水
中
ド

ロ
ー
ン
・
空
中
ド

ロ
ー
ン
・
潜
水
に

よ
り
小
瀬
地
区
磯

丁
場
の
分
布
範
囲

を
確
認
し
た
。
と

く
に
水
中
ド
ロ
ー

ン
を
用
い
て
海
中

に
沈
ん
だ
残
石
を

探
索
、
縦
一
・
五

㍍
、
横
一
㍍
、
高
さ
一
・
五
㍍
の
石
の
底
部
に
残
る
矢

穴
跡
を
発
見
し
た
。
来
年
度
の
調
査
地
点
の
予
定
で
あ

る
。
ま
た
重
岩
の
南
の
谷
筋
で
は
、
矢
穴
が
残
る
石
と

近
代
の
可
能
性
が
あ
る
石
引
道
を
確
認
し
た
。

二
日
目
は
、
豊
島
甲
生
地
区
の
海
中
分
布
調
査
の
実

施
。
水
中
ド
ロ
ー
ン
・
空
中
ド
ロ
ー
ン
に
よ
り
、
甲
生

地
区
の
磯
丁
場
の
分
布
範
囲
を
確
認
す
る
。
海
岸
踏
査

に
よ
り
、
近
世
の
矢
穴
や
近
代
の
石
製
品
を
確
認
す
る
。

家
浦
甲
崎
地
区
で
は
空
中
ド
ロ
ー
ン
に
よ
り
近
世
と
考

え
ら
れ
る
矢
穴
を
確
認
し
た
。
文
献
に
記
載
さ
れ
た
甲

生
浦
・
家
浦
の
石
丁
場
所
在
地
が
ほ
ぼ
確
定
で
き
た
と

い
え
る
。

第
三
回
調
査
は
、
一
二
月
七
日
に
調
査
員
・
協
力
者

五
名
で
実
施
。
重
岩
南
の
谷
筋
山
間
部
の
踏
査
を
行
う
。

空
中
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
全
体
地
形
状
況
な
ど
を
空
撮
。

前
回
確
認
し
た
矢
穴
石
の
拓
本
採
取
を
す
る
と
と
も
に
、

海底に眠る矢穴跡が残る石

山
中
を
踏
査
す
る

と
巨
石
を
発
見
、

矢
穴
跡
が
縦
横
何

列
に
も
わ
た
っ
て

見
ら
れ
る
。
巨
石

の
側
に
も
矢
穴
跡

が
残
さ
れ
た
石
が

存
在
し
て
い
る
。

詳
細
は
後
日
再
調

査
す
る
こ
と
と
し

た
。
ま
た
山
中
奥
地
に
刻
印
石
を
発
見
し
た
。
重
岩
に

刻
ま
れ
た
刻
印
と
同
一
の
も
の
。
当
日

の
取
材

N
H
K

が
あ
り
、
調
査
の
状
況
が
「
ゆ
う
６
か
が
わ
」
で
放
映

さ
れ
た
。

第
四
回
調
査
は
、
二
月
二
三
・
二
四
日
に
実
施
。
島

民
に
調
査
体
験
参
加
を
呼
び
か
け
、
九
名
の
参
加
希
望

者
が
い
た
。
だ
が

コ
ロ
ナ
の
影
響
で

中

止

と

な

っ

た

が
、
地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
た
ち

の
協
力
を
得
て
、

総
勢
一
六
名
の
調

査
だ
。
前
回
発
見

し
た
巨
石
は
、
高

さ
四
・
四
㍍
、
長

さ
五
㍍
あ
る
が
、

矢穴ある石の清掃中 新たに発見された矢穴が残る巨石

草
木
や
落
葉
で
全
体
が
覆
わ
れ
測
量
や
拓
本
採
取
が
出

来
な
い
た
め
、
ま
ず
清
掃
か
ら
始
め
た
。
石
の
周
辺
の

草
木
を
伐
採
し
、
矢
穴
に
溜
ま
っ
た
土
を
掻
き
出
す
作

業
を
全
員
で
取
り
組
む
。
矢
穴
は
横
一
二
㌢
、
縦
七
㌢
、

深
さ
一
五
㌢
、
大
坂
城
築
城
時
の
可
能
性
が
高
い
。
文

献
に
記
さ
れ
た
「
じ
ゃ
谷
丁
場
」
と
確
認
で
き
る
。
そ

の
後
二
班
に
分
か
れ
、
一
班
は
清
掃
の
継
続
、
も
う
一

班
は
各
場
所
に
所
在
し
て
い
る
石
の
位
置
測
量
を
し
て

デ
ー
タ
ー
を
記
録
、
石
丁
場
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
。

清
掃
を
終
え
る
と
次
に
矢
穴
の
拓
本
採
取
だ
。
実
地

研
修
を
し
て
き
た
学
生
た
ち
が
採
拓
し
て
い
く
。
矢
穴

の
上
部
に
ノ
ミ
跡
が
残

さ
れ
て
い
る
。
珍
し
い

状
況
で
、
乾
拓
で
は
採

取
困
難
の
た
め
湿
拓
採

取
が
行
わ
れ
た
。
巨
石

の
周
囲
を
観
察
す
る

と
、
下
に
土
砂
で
半
分

覆
わ
れ
て
い
る
石
が
あ

ノミ跡と矢穴(上)の拓本採取

土砂に埋もれていた種石

海底に眠る矢穴跡が残る石

新たに発見された矢穴が残る巨石

ノミ跡と矢穴（上）の拓本採取

矢穴ある石の清掃中

土砂に埋もれていた種石
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る
。
何
気
な

く
土
砂
を
取

り
除
く
と
矢

穴
が
見
え
始

め
、
や
が
て

全
貌
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

矢
穴
が
一
列
に
並
ん
で
お
り
、
貴
重
な
発
見
を
見
逃
す

と
こ
ろ
だ
っ
た
。

二
日
目
は
、
巨
石
の
測
量
と
三

用
の
撮
影
で
あ
る
。

D

石
を
平
面
で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
立
体
的
に
見
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
最
新
の
技
術
に
よ
る
調
査
方
法
を

取
り
入
れ
て
い
る
。

現
場
は
午
前
中
で
切
り
上
げ
、
夏
に
調
査
予
定
の
場

所
の
確
認
視
察
の
た
め
、
福
田
地
区
へ
と
足
を
延
ば
す
。

福
田
の
石
丁
場
は
、
文
献
に
四
カ
所
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
詳
細
な
調
査
は
さ
れ
て
い
な
い
。
小
島
で
新
た
な

石
丁
場
が
発
見
さ
れ
た
が
、
そ
こ
を
中
心
に
し
て
調
査

の
予
定
で
あ
る
。

石
丁
場
調
査

使
用
用
語

刻刻
印印
‥‥
石
に
刻
ま
れ

た
印
で
、
誰
の
石

丁
場
で
あ
る
か
を

知
る
手
立
て
と
な

る
。
大
坂
城
石
垣

福田地区調査予定の小島

位置情報の測定作業

刻
印
と
同
じ
刻
印
が
小
豆
島
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
島

か
ら
大
坂
へ
運
ば
れ
た
証
明
に
な
る
。

矢矢
穴穴
‥‥
石
を
切
り
取
る
と
き
に
掘
ら
れ
た
穴
、
割
れ
た

面
に
は
歯
型
の
よ
う
な
矢
穴
の
列
の
跡
が
残
る
。
ノ

ミ
を
使
っ
て
石
に
矢
穴
を
列
状
に
掘
る
。
次
い
で
楔

状
の
矢
を
矢
穴
に
差
し
込
み
、
ゲ
ン
ノ
ウ
で
た
た
く

と
矢
が
石
に
食
い
込
み
一
気
に
割
れ
る
。

種種
石石
‥‥
石
材
を
切
り
出
す
元
に
な
る
自
然
石
。
こ
の
石

に
矢
穴
を
開
け
て
切
り
取
る
。

拓拓
本本
‥‥
石
や
器
物
に
刻
ま
れ
た
文
字
や
文
様
を
紙
に
写

し
と
っ
た
も
の
。
器
物
な
ど
の
上
に
紙
を
乗
せ
上
か

ら
墨
で
こ
す
る
乾
拓
法
と
、
と
り
た
い
物
の
上
に
紙

を
置
き
、
湿
し
た
綿
な
ど
で
紙
を
貼
り
付
く
よ
う
に

押
し
つ
け
、
タ
ン
ポ
で
墨
を
紙
に
つ
け
て
い
く
湿
拓

法
が
あ
る
。

調
査
へ
の
想
い
を
語
る(

調
査
員
の
一
言)

・
小
豆
島
は
ま
さ
し
く
石
の
島
。
調
査
す
る
度
に
新
た

な
発
見
が
あ
り
ま
す
。
石
切
丁
場
の
新
た
な
価
値
の

解
明
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。(

大
嶋
〉

日本遺産パンフレット

・
陸
海
空
か
ら
小
豆
島
の
石
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
当

時
の
空
気
感
を
よ
り
多
く
の
方
々
に
届
け
る
こ
と
で
、

未
来
へ
の
チ
カ
ラ
と
な
る
こ
と
と
信
じ
て
進
め
て
参

り
ま
す
。(

坪
佐)

・
石
丁
場
調
査
は
既
に
半
世
紀
以
上
が
経
過
し
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
新
発
見
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
知
的

好
奇
心
を
ぜ
ひ
皆
さ
ん
と
共
有
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。(

高
田)

・
今
年
か
ら
小
豆
島
石
丁
場
の
調
査
に
参
加
し
て
、
そ

の
規
模
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
す
。
楽
し
ん

で
調
査
を
し
て
い
ま
す
！(

梶
原)

調
査
委
員
会
委
員
及
び
調
査
員

委

員

長

岡
上
峰
康

副
委
員
長

佐
々
木
育
夫
・
武
部
広
文

事
務
局
長

橋
詰

茂

委
員
・
調
査
員

森
下
英
治
・
下
地
芳
文
・
板
東
民
哉

上
野

進
・
大
嶋
和
則
・
高
田
祐
一
・
梶
原
慎
司

松
田
朝
由
・
小
原
一
朗
・
坪
佐
利
治

【
編
集
後
記
】

島
で
生
ま
れ
育
っ
た
者
と
し
て
、
こ
の
調
査
は
何

も
の
に
も
代
え
が
た
い
大
切
な
も
の
だ
。
先
人
が

伝
え
て
き
た
石
の
歴
史
文
化
を
後
世
に
伝
え
て
い

く
、
そ
れ
が
我
々
の
使
命
で
は
な
か
ろ
う
か
。
調

査
は
多
く
の
人
た
ち
の
支
え
が
あ
っ
て
は
じ
め
て

出
来
る
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
‥
‥
。

(

Ｓ
記)

位置情報の測定作業

福田地区調査予定の小島

日本遺産パンフレット

　
　
〈
編
集
後
記
〉

　
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
者
と
し
て
、
こ
の
調
査
は
何

も
の
に
も
代
え
が
た
い
大
切
な
も
の
だ
。
先
人
が

伝
え
て
き
た
石
の
歴
史
文
化
を
後
世
に
伝
え
て
い

く
、
そ
れ
が
我
々
の
使
命
で
は
な
か
ろ
う
か
。
調

査
は
多
く
の
人
た
ち
の
支
え
が
あ
っ
て
は
じ
め
て

出
来
る
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ・・・
。 　
　
（
S
記
）

（印刷  マルシマ印刷株式会社）
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